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＜連絡事項＞
・外科、血糖測定時に必要な物品一式をまとめて準備しています。
・LTについて、転出時や退院時に用紙の記入を忘れずに行ってください。

・西A～南病棟への通路テンキーについて、しまりが悪く業者に見てもらい、テンキーが破損していたようです。修理のため一時的にテンキーを外すことで、西A～南２階の入り口部分がフリーなります。閉鎖空間なので特に大きな問題はないと思いますが、西の患者が出入りする可能性があるので注意お願いします。
・７月定期心電図検査について、下記の内容で予定します。ご都合がつかない場合は、日程調整致しますので、ご連絡下さい。
東病棟→7/17（水）14：00～

西病棟→7/22（月）9：30～

北病棟→7/18（木）16：00～

南病棟→7/19（金）9：30～
また、検査当日に介助（患者様の誘導等）をして頂けると大変助かります。ご協力宜しくお願い致します。
＜患者様連絡事項＞
・野田　敏治様～青陽館への参加について、本人の状態を見ながらBユニットのスタッフも誘導できるようにしてほしいとの事です。
・飯田　修子様～本日9：30～13：30まで外出をしている。外出時に母親と面会をし、その後買い物をして帰院している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～終日隔離中。本日より午前午後２時間ずつの開放観察実施。開放観察時、髭剃りなど整容を促すも始めは「出来ない」と話すが、促しにて実施しており不十分な箇所は介入している。入室時のトラブル、拒薬はない。　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。断続的なドア蹴りあり。開放観察で部屋から出ると向かえの部屋内部を確認し、その後はホールで落ち着いて経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。朝食は主食と汁のみ摂取され「朝は食欲がない。薬が強い」と話している。開放観察では本人希望にてBユニットでテレビを観て過ごすも30分程でAユニットに戻っている。拒薬なく、他者トラブルもない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。日中のバイタル異常はなく経過。体動は見られないが、時折、マーゲンチューブを気にして手を顔に持っていこうとする事あり声掛けしている。引き続き観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。エンシュアや食事に毒が入っていると被毒妄想聞かれているが、食事は2/3程摂取している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・玉岡　公子様～特定患者様と言い合いになっている事あるが、スタッフ介入している。食事は落ち着いて食べる事出来ている。
・伏部内　ヱミ様～「墓参りに行く」等と話し、帰宅要求・他室侵入・他者を押すなど粗暴的な様子見られ介入している。食事は全量摂取している。排泄後の処理が出来ずに弄便しており介入している。
・橋本　喜久子様～夜間、独語聞かれており、同室者の枕元で大声を出す事あるため、一時的に部屋を移動し休んでもらっている。日中は小声での独語聞かれるものの大声を出す事はなく経過している。

・阿部　和美様～昨日、準夜帯で自室の出窓によじ登ろうとしており介入している。介入には抵抗はないが、その後も同様の行動見られ介入している。夜間は休まれているが、朝食時に骨折している足をあげ、飛び跳ねながら移動しているため介入している。
・高橋　末吉様～日中はバイタルサインの異常なく、午前中は痰鳴聞かれない。午後より痰鳴聞かれるため、適宜に吸引を実施している。Inよりoutの量が少なく手が少し浮腫んでいるため、経過観察している。
・坂本　富也様～昨日の準夜帯、今朝と37℃台の発熱ありクーリング施行。血圧高値見られ、水様便数回あり経過観察している。ライン弄りはない。
・杉澤　恵子様～家族からの差し入れもあり不機嫌さはなく経過。午前中のリハプロではやりたくないと泣いており、病棟に戻ってきており、ベッド臥床して過ごしている。
・木村　格治様～昨日、転院に関しての訴えあり表情の硬さ見られていたが、本日は同様の訴えはなく表情の硬さは見られない。
＜OT報告＞
・澤口　信夫様～弱視と緑内障あるため、専用の拡大鏡を使用して見学参加している。本人も意欲的に取り組もうとしており、主治医へ報告し参加検討をお願いします。
・三浦　美幸様～西病棟から移棟して久々に作業へ参加している。集中して折り紙を取り組んでおり、自傷行為はない。状態を見ながら参加出来る時には参加を促してください。

＜入院患者様情報➀＞
氏　　名：阿部　和美（あべ　かずみ）様

生年月日：昭和30年8月31日（63歳）
病　　名：若年性アルツハイマー

性　　別：男性

主治医　：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

岩手県洋野町の実家にて、母親と2人で生活している。H24年頃より以前出来ていた日常生活行動ができなくなってきて、H27年に前頭葉健忘症と診断。その後も日常生活能力の低下が目立ってきていた。H28年1月に八戸市民病院を受診。若年性アルツハイマーと診断され専門の医療機関での治療を勧められ当センター相談に至っている。R1年6月14日、姉様が本人をショートステイにあずけた所、本人がショートステイを脱走。脱走時に左踵を骨折しギプス固定となる。姉様は90歳の母親の世話をしており介護負担が増大。今月末頃まで当院での入院治療の相談があり、R1年7月2日、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
＜備考＞

・LTセット　　B

・オムツセット②

・おやつは売店で購入可（2000円/月程度）

＜入院患者様情報②＞
　氏　　名：小笠原　芳郎（おがさわら　よしろう）様

　生年月日：昭和11年5月29日（83歳）
　病　　名：混合型認知症

　性　　別:男性

　主治医 :田名部Dr

　入院形態:医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　(経過）

　平成18年頃より物忘れ、頭痛、不安感、焦燥感が出現し、徐々に記銘力障害が進行。その後粗暴行為や易怒性が目立ちはじめた為、平成21年2月24日当院初診。平成21年7月28日、以前梅の木の所有権をめぐってケンカした相手を鉄パイプで殴り、右手に裂傷を負わせ、同日傷害罪として八戸警察署に逮捕・拘留。同年8月18日釈放。家族が自宅対応困難である事から入院を希望し同日当院へ医療保護入院となっている。入院中も粗暴行為や易怒性が認められていたが症状が落ち着き、平成26年11月2日に南山苑入所の為退院。その後平成27年9月よりGH二ツ家に入居。平成30年8月頃より「山に行く」等と話し、施設外に出て行こうとする事や夜間の睡眠も不安定となる。同年11月頃からは「鳥の鳴き声が聞こえる」等の幻聴様の訴えや外に出て行こうとするのを制止した職員に対し、怒鳴る、手で振り払う等の行動も出現し、H31.1.30久しぶりに当院受診。薬剤調整施行するも、夕方以降に興奮状態となること多く、帰宅要求や、目的なく徘徊したり、夜間も5分おきにトイレ覚醒や徘徊を頻回に繰り返し、夜間のまとまった睡眠取れずにいた。症状改善されず施設対応困難な為、症状改善、薬剤調整目的にてＲ1年7月3日（水）12:49医療保護入院となる。

＜備考＞

・LTセット　　B

・オムツセット②

・おやつは売店で購入可（5000円/月程度）

　　　　　　　　　　　　　　　　

